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研究要旨（プリオン病サーベイランスにおける調査票の 2011 年以降の回収状況） 

わが国のプリオン病は、平成 11 年 4 月 1 日から平成 27 年 9 月 31 日までのサーベ

イランス委員会のデータによると合計 2597 例の診断を行っている(1)。発症した症

例の悉皆調査を目標としているため、主治医からの調査票の回収率を上げる必要が

ある。プリオン病サーベイランス事務局からの依頼に対して、主治医から調査票と

して情報を得ることができる回収率の現状を調べ、回収率向上のための対策を考察

する。 

 

 

Ａ.研究目的 

サーベイランス事業では、プリオン病として

調査された症例の悉皆的診断をおこなってい

るが、複数のルートからプリオン病サーベイラ

ンス事務局に発症の連絡が届いた際に主治医

に送付する調査票の未返送（未回収）数が少な

くないことが問題になっている。そこで、2011

年度からの調査票の返送がない症例について、

各ブロックの専門医から調査票の記載を改め

て主治医に再度依頼している。2015 年 11 月時

点での各地区別の未回収調査票に関する統計

をとり、それぞれの地区の面積・人口などから

回収率との関連を調べた。 

 

Ｂ.研究方法 

厚生省ルート、東北大ルート、長崎大ルート

からの情報に基づき、サーベイランスの調査票

を事務局から発送したものの返送がない（回収

されていない）例について、2015 年 11 月の時

点での統計（事務局からの調査依頼数、返送件

数（回収件数）、回収率を割り出した。 

 (倫理面への配慮) 

 

Ｃ.研究結果 

 2015 年 11 月時点で、2011,2012,2013,2014

年の未回収症例に対する依頼数は全国でそれ

ぞれ 126, 111, 118, 245 件であり、そのうち

回収症例数は、それぞれ 37,33,23,97 件、した

がって、回収率は 29, 30, 19, 40%であった。 

 2011-2014 年の依頼件数（調査票未回収につ

き）は全国で 600 件、このうち返送されたのは

190 件、回収率は 31.7%であった。まだ回収さ

れてない調査票の数は都道府県別では、東京都

が 65 件、大阪府が 53 件、兵庫県が 46 件、茨

城県 23 件、京都府が 22 件であった。 

 

2011年〜2014年ブロック別
初回回収率

 

2011年〜2014年ブロック別
再依頼後回収率

 

Ｄ.考察 

調査票が未回収のままの症例は 2011 年からの

数でも 410 件と多く、悉皆的調査の理想を大き

く損なっている。特に関東・関西の両地域では

未回収症例に対して再度の依頼をかけても調

査票の回収率が低い。人口集積地で回収率は低

い傾向にあり、今後のブロックあたりの専門医

の数、調査方法などについて検討が必要と思わ



 

れる。 

 

Ｅ.結論 

プリオン病サーベイランスの運営の根幹であ

る調査票の回収状況について調べた。 

 回収率を上げるために、さらなる工夫が必要

である。 
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